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「学びと自治の力」で新しい時代を切り拓く
私たちは、時代の大きな転換期を生きています。
かつて人類が経験したことのない超高齢社会の到来、非婚化や少子化に伴う急激な人口減少、ＡＩ・ロボッ

トなどテクノロジーの急速な発達により、私たちを取り巻く社会・経済環境は加速度的に変化しています。
また、国連が定めたＳＤＧｓの達成や、脱炭素社会の実現に向けては、グローバルな連帯が重要であり、今
や日常生活においても世界との繋がりを意識することが不可欠となりました。そして、心の豊かさが希求さ
れ、価値観が多様化した今日、集権的・画一的な政策では、県民の皆様の確かな暮らしを実現することは難
しくなりつつあります。

このような大きな時代のうねりの中で、県民の皆様お一人おひとりが、人生を楽しみ、しあわせに暮らす
ことができる長野県を実現するためには、人々が主体的に学び、社会を治めていくことにより、力を合わせ
て新たな社会の仕組みを創り上げていくことが重要であると考えます。
「みち一筋に学びなば　昔の人にや劣るべき」 － 今年で制定 50 周年を迎える県歌「信濃の国」の一節です。

教育県と言われてきた本県には、自らが積極的に知識や技能などを身に付けようとする学びの風土がありま
す。また、77 市町村がそれぞれの特色を生かしながら発展してきたこと、公民館・自治会の活動が盛んで
あることなど、自治の意識が強固な県です。

本県に脈々と受け継がれてきたＤＮＡである「学びと自治の力」を活性化することこそが、新しい時代を
切り拓き、未来を創造する原動力となるものと確信しています。

The future depends on what we do in the present.
（未来は、今、私たちが何を為すかにかかっている。）

これは、マハトマ・ガンジーの言葉です。
人生 100 年時代を迎えようとする中、私たちは、「学びと自治の力」を最大限発揮しながら、明日への希

望を持って安心して暮らすことができる社会、豊かな自然や農山村の景観などが大切にされる社会、すなわ
ち、「確かな暮らしが営まれる美しい信州」の実現に向け、新たな視点で行動を開始します。

県民の皆様のご協力とご支援を心よりお願い申し上げます。

平成 30 年（2018 年）３月
長野県知事
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１　計画策定の趣旨
私たちが生きる現代社会は、第４次産業革命＊と呼ばれる技術革新が進展し、工業社会、情報社会に続く、

超スマート社会に向かって急速に変化しています。日本では、人口減少と少子高齢化、東京圏への人口の
一極集中が進み、右肩上がりの経済成長や人口構造を前提とした旧来型の社会システムは、もはや通用し
なくなりつつあります。

私たちを取り巻く環境が大きく加速度的に変化する中にあって、県民の皆様が将来にわたってしあわせ
に暮らし続けられるようにするためには、豊かな自然や独自の文化、健康長寿などの価値を大切に守り育
てながら、先行きが見通せない現状を打破し、新しい時代にふさわしい社会の仕組みを創造していかなけ
ればなりません。

この計画は、こうした潮流を的確に捉え、県づくりの方向性を明らかにし、県民の皆様と共有しながら、
夢や希望の実現に取り組んでいくために策定するものです。

２　計画の位置づけ
この計画は、県政運営の基本となる総合計画であり、次の性格を有するものです。
○ �概ね 2030 年の長野県の将来像を展望し、これを実現するための今後５年間の行動計画
○ �まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第 136 号）に規定する都道府県まち・ひと・しごと創

生総合戦略 [ 信州創生戦略を継承 ]
○ �ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）＊の達成に寄与するもの [ 経済・社会・環境の３側面の課題に統合

的に取り組み、誰一人取り残さない社会の実現をめざす ]

３　計画の期間
2018 年度（平成 30 年度）から 2022 年度までの５年間とします。

４　計画の進捗管理
計画の実行に当たっては、設定した達成目標をもとに、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の観点も加え

て、毎年度政策の進捗状況の評価を実施し、ＰＤＣＡサイクルを回していくことにより、計画の実効性を
高めます。

進捗管理については、評価の客観性・妥当性を担保し、説明責任を果たすため、策定に関与した総合計
画審議会において実施します。また、その評価結果は、県議会に報告するとともに、県民の皆様に分かり
やすく公表します。
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